
〈大会速報　 第 号〉

1 回戦 第 3 試合 開始時刻 終了時刻 試合時間

球審: 畑山　晴輝 一塁: 古平　淳記 二塁: 入野　寛大 三塁: 霜山　茂正
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<試合経過>１回の表、宮本中は一死から２番若林が左中間を破る２塁打を放ち、続く３番板橋が内野安打で好機を広げるも後続が打ち取られ
無得点に抑えられる。試合が動いたのは４回表、宮本中は一死から４番塚本がライト前安打を放ち、二死１塁から６番石浦がレフト越えタイム
リー２塁打を放ち１点を先制する。その裏、第六中は先頭の２番湯浅慶が四球で出塁し、一死後４番岩崎の内野安打などで２，３塁の好機を作
り出すも好投を続ける宮本中投手齋藤の前に得点を奪うことができない。宮本中は５回表、先頭の８番川口がライト前安打で出塁すると、２塁へ
送り一死２塁から１番の菅がライト越えのタイムリー３塁打を放ち１点を加える。続く６回、第六中は相手先頭の４番塚本を安打で出塁させるなど
して、一死１，２塁のピンチを迎えるも後続を打ち取り無得点に抑える。その裏、第六中は１番田村が左中間を破る３塁打を放ち好機を作る。そ
の後一死１，３塁とし４番岩崎がレフト前へタイムリーヒットを放ち１点を取り返すも、その後得点を奪うことができなかった。走者を出しながらも堅
い守備で守り切った宮本中が一回戦を制した。（敬称略）

宮本中 菅主将

率直にうれしい。齋藤がよく抑えて

くれて自分たちの打撃主体の打ち

勝つ野球ができた。明日も一戦必

勝で、仲間を信じ確実に勝って全国

大会に行きたい。

第六中 鈴木監督

今日のような厳しいゲームを勝ち上

がってきたので、子どもたちを信じて、

今までやってきた野球を貫きました。

それでも宮本中さんの方が一枚上手

（うわて）でした。

チームコメント

宮本中 上田監督

厳しい試合展開だった。あと一本が

ほしい場面で力を発揮しきれなかった。

６回裏の三塁打をあびた場面は反省

したい。地区大会とは違う展開の試合

だったが選手にはよい経験になった。

チャレンジ精神で次の試合に臨む。


